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郷
土
を
担
う
人
材
育
成

米
沢
支
部

副
支
部
長

　

本
年
創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
た
米
沢
有
為
会
は
、
伝
統
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
存
在
に
変
わ
る
べ
く
、
こ
の
節
目
に
議
論
を
重
ね
、
今
ま
で
あ

ま
り
重
き
を
置
か
な
か
っ
た
郷
土
に
軸
足
を
据
え
た
取
組
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
、若
者
を
対
象
に
し
た
「
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
あ
り
、「
若
人
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
で
す
。

　

時
あ
た
か
も
、
人
口
減
少
が
進
み
地
方
衰
退
の
危
機
に
瀕
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
方

創
生
の
動
き
は
あ
る
も
の
の
、
は
か
ば
か
し
い
効
果
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も

人
口
減
少
の
要
因
は
何
か
、
そ
れ
を
探
る
と
そ
の
一
要
因
と
し
て
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る

「
若
者
流
出
」
が
あ
り
ま
す
。
高
校
を
卒
業
す
る
と
進
学
・
就
職
で
７
割
が
出
て
い
き
、

多
く
が
戻
ら
な
い
。
そ
の
理
由
が
、
戻
る
受
け
皿
と
し
て
の
働
く
場
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
を
受
け
止
め
つ
つ
、
さ
て
、
そ
れ
で
は
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
、

諦
め
る
の
か
、
策
は
な
い
の
か
と
い
ろ
い
ろ
考
え
た
挙
句
に
、
こ
れ
か
ら
ま
さ
に
将
来

の
日
本
や
郷
土
を
支
え
て
い
く
高
校
生
ら
の
若
者
を
巻
き
込
ん
で
、
直
接
こ
の
難
問
を

ぶ
つ
け
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
「
高
校
生
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
昨
年
度
か
ら
始
め
て
２
回
目
、
置
賜
地
区
高

校
２
年
生
を
対
象
に
し
て
、
テ
ー
マ
「
郷
土
の
未
来
と
私
の
生
き
方
を
考
え
る
」
に
つ

い
て
、
資
料
編
（
人
口
減
少
の
推
移
、
そ
の
要
因
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
諸
対
策
等
）

を
提
示
し
て
、暑
い
夏
の
盛
り
に
２
か
月
間
じ
っ
く
り
と
取
り
組
ん
で
も
ら
う
の
で
す
。

将
来
の
進
路
を
ど
の
よ
う
に
選
択
し
よ
う
と
も
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
る
価
値
は
大

い
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
「
若
人
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
地
区
内
高
等
学
校
が
地
域
に
対
す
る
関
心
や
思
い
を

育
て
地
域
と
係
わ
る
探
究
的
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
の
学
習
成
果
を
一
堂
に
会

し
て
地
域
の
人
々
に
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
高
校
生
や
地
域
行
政
・
地
元
企
業
で
活
躍

す
る
若
者
ら
が
地
域
の
未
来
に
関
し
て
公
開
討
論
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
創
立
１
３
０

周
年
記
念
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
来
年
１
月
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
通
し
て
、
地
域
に
関
心
を
持
ち
将
来
地
域
を
担
お
う
と
す
る
多
く
の
若
者

を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
取
組
を
担
っ
て
い
た
だ
く
の
は
、
ま
さ

に
米
沢
支
部
の
会
員
の
皆
様
で
す
。
色
々
な
面
で
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伊い

　
藤と

う

　
和か

ず

　
夫お

　公益社団法人米沢有為会は今年創立130周年を迎え、６月22日(土)東京第一ホテル米沢で記
念式典を挙行しました。
＜支部総会＞　同日午前11時から同ホテルで米沢支部総会が行われ、約40名の会員が出席し
ました。議事では平成30年度の庶務報告と決算報告が承認された後、役員の定時改選案では
中川勝支部長の再選と32名の理事、２名の監事が承認されました。次に、令和元年度の事業
計画案と予算案が原案通り可決されました。最後に、我妻榮記念館の事業報告及び決算並びに
事業計画案及び予算案が承認されました。
＜定時総会・記念式典等＞　午後１時30分からの第６回(通算132回)定時総会には約60名の
会員が出席し、大滝則忠会長を再選したほか、平成30年度の各報告及び令和元年度の計画案・
予算案が承認されました。
　次に、３時10分からの記念式典には約80名が出席、大滝則忠会長が式辞を述べ、明治22年
以来の歴史を振り返り、今後とも未来を担う置賜若人の夢を育英事業で支援していくことを誓
いました。続いて中川勝米沢市長が祝辞を述べました。
　式典後の表彰式では、１個人に産業功労賞、２団体と９個人に特別賞が贈られました（詳細
は次ページに）。　その後、有限責任監査法人トーマツのマネージャー対木さおり氏の記念講演、
祝賀会と続き、会員相互の交流を深め130周年を盛大に祝いました。
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産

業

功

労

者

２
団
体
、
11
個
人
を

表
彰

特
別
表
彰
　ス
ポ
ー
ツ
活
動

　

記
念
式
典
に
引
き
続
き
、
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
規
則
に
基

づ
き
、
今
回
は
次
の
と
お
り
２
団
体

と
10
個
人
が
表
彰
さ
れ
、
上
杉
邦
憲

名
誉
会
長
と
大
滝
則
忠
会
長
か
ら
賞

状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
教
育
文
化
功
労
者
は
該
当
者

が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
以
下
、
学
校
・
学
年
は
平
成
30
年

度
の
も
の
で
す
。）

（
個
人
）

▼
内な

い

藤と
う　

文ふ
み

徳の
り

氏

　

置
賜
地
区
の
観
光
の
中
心
的
な
施

設
の
経
営
者
と
し
て
、
ま
た
、
公
益

社
団
法
人
山
形
県
観
光
物
産
協
会
並

び
に
や
ま
が
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
進
協
議
会
の
両
副
会
長
、
一
般
社

団
法
人
米
沢
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
の
会
長
、
顧
問
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
山
形
県
及
び
置
賜
地
域
、

米
沢
市
に
お
け
る
観
光
誘
客
や
受
入

れ
態
勢
の
整
備
、
県
産
品
の
販
売
拡

大
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
や
ま
が
た
花
回
廊
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
牽
引
役
と
し
て
、
山
形

県
並
び
に
米
沢
市
に
お
け
る
観
光
客

の
拡
大
、
産
業
の
発
展
に
大
き
く
貢

献
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
４
月
に
開
設
さ

れ
た
「
道
の
駅
米
沢
」
で
は
、
平
成

25
年
よ
り
基
本
構
想
検
討
委
員
会
の

委
員
長
と
し
て
指
導
的
役
割
を
担
う

と
と
も
に
、
運
営
会
社
で
あ
る
第
３

セ
ク
タ
ー
設
立
後
は
、
代
表
取
締
役

会
長
に
就
任
し
、
観
光
資
源
の
魅
力

向
上
や
特
産
品
の
販
売
拡
大
に
尽
力

し
、
当
市
産
業
の
振
興
発
展
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
た
。

（
賞
罰
）

・
平
成
22
年
「
山
形
県
商
工
観
光
功

　

労
者
表
彰
」

・
平
成
22
年
「
国
税
庁
長
官
表
彰
」

・
平
成
29
年
「
山
形
県
産
業
賞
」

〈
優
秀
賞
〉（
個
人
）

▼
中な

か

島じ
ま　

丈
じ
ょ
う

太た

さ
ん

　
　
（
川
西
町
立
川
西
中
学
校
３
年
）

【
ホ
ッ
ケ
ー
】　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ　

第
48
回
全
日
本

中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会　

第
３

位　

優
秀
選
手

　

平
成
30
年
度
Ｕ-

15
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー

ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表　

キ
ャ
プ
テ
ン

　

Ｆ
Ｈ
Ｅ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ　

２
０
１
８
（
国

特
別
表
彰
　
文
化
活
動

〈
優
秀
賞
〉（
個
人
）

▼
五い

十か

嵐ら
し　

優ゆ

花か

さ
ん

　
　
（
高
畠
町
立
屋
代
小
学
校
５
年
）

【
作
文
】　

第
29
回
ひ
ろ
す
け
童
話
感
想

文
・
感
想
画
全
国
コ
ン
ク
ー
ル　

特
別

優
秀
賞
（
山
形
県
知
事
賞
）

〈
奨
励
賞
〉（
団
体
） 

▼
長
井
市
立
長
井
南
中
学
校　

吹
奏
楽
部

【
管
楽
合
奏
】　

２
０
１
８
（
第
24
回
）

日
本
管
楽
合
奏
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

中
学
校
Ａ
部
門　

最
優
秀
賞

際
大
会
出
場
）
第
２
位

▼
鈴す

ず

木き　

永と

遠あ

さ
ん

　
　
（
川
西
町
立
川
西
中
学
校
３
年
）

【
ホ
ッ
ケ
ー
】　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ　

第
48
回
全
日
本

中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会　

第
３

位　

優
秀
選
手

　

平
成
30
年
度
Ｕ-

15
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー

ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表

　

Ｆ
Ｈ
Ｅ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ　

２
０
１
８
（
国

際
大
会
出
場
）
第
２
位

▼
小こ

林ば
や
し
　

一い
っ

成せ
い

さ
ん

　
　
（
川
西
町
立
川
西
中
学
校
３
年
）

【
ホ
ッ
ケ
ー
】　
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ　

第
48
回
全
日
本
中

学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会　

第
３
位

　

平
成
30
年
度
Ｕ-

15
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー

ス
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代
表

　

Ｆ
Ｈ
Ｅ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ　

２
０
１
８
（
国

際
大
会
出
場
）
第
２
位

▼
亀か

め

井い　

美よ
し

子こ

さ
ん

　
　
　
（
長
井
市
立
北
中
学
校
３
年
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】　

平
成
30
年
度
全

日
本
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
選
手

オ
ラ
ン
ダ
遠
征
出
場

　

平
成
30
年
度
全
国
都
道
府
県
対
抗
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場
（
山
形
県
選
抜

主
将
）

　

平
成
31
年
度
世
界
Ｕ-

18
選
手
権
候

補
選
手

▼
設し

た

楽ら　

奏そ
う

大だ
い

さ
ん

　
　
（
米
沢
市
立
六
郷
小
学
校
２
年
）

【
ス
キ
ー
】　

第
12
回
全
国
小
学
生
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
大
会　

小
学
１
～
３
年
生

男
子
の
部　

第
３
位

▼
鈴す

ず

木き　

爽そ
う

元が

さ
ん

　
　
　
（
米
沢
工
業
高
等
学
校
２
年
）

【
レ
ス
リ
ン
グ
】　

２
０
１
８
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会

カ
デ
ッ
ト
の
部　

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
80

㎏
級　

第
３
位

　

平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会　

団
体
・
個
人
80
㎏
級　

出
場

　

平
成
30
年
度
第
73
回
国
民
体
育
大
会

レ
ス
リ
ン
グ
競
技　

少
年
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
80
㎏
級　

出
場

　

平
成
30
年
度
第
45
回
東
北
総
合
体
育

大
会
レ
ス
リ
ン
グ
競
技　

少
年
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
80
㎏
級　

第
１
位

　

平
成
30
年
度
第
58
回
東
北
高
等
学
校

選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
大
会　

個
人
80
㎏
級

第
１
位

　

２
０
１
９
年
Ｊ
Ｏ
Ｃ
杯
全
日
本
ジ
ュ
ニ

ア
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
北
海
道
・
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会　

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
80
㎏
級　

第
１
位

▼
髙た

か

橋は
し　

夢ゆ
め

華か

さ
ん

　
　
　
（
九
里
学
園
高
等
学
校
１
年
）

【
陸
上
】　

２
０
１
８
福
井
し
あ
わ
せ
国

体　

少
年
女
子
Ｂ
１
０
０
ｍ
Ｈ　

第
２
位

▼
長な

が

沼ぬ
ま　

明あ
か

音ね

さ
ん

　
　
　
（
九
里
学
園
高
等
学
校
３
年
）

【
陸
上
】　

第
71
回
全
国
高
等
学
校
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会　

女
子
８
０
０

ｍ　

第
３
位

〈
奨
励
賞
〉（
団
体
）

▼
川
西
町
立
川
西
中
学
校　

男
子

ホ
ッ
ケ
ー
部

【
ホ
ッ
ケ
ー
】　

第
27
回
東
北
中
学
生

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
優
勝

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ　

第
48
回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ

ケ
ー
選
手
権
大
会　

第
３
位
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項　　目 本年度予算額
①

前年度予算額
②

比較増減
①−② 摘　　　要

繰越金 1,193,245 1,183,236 10,009 前年度からの繰越金
会　費 2,041,000 2,172,000 △ 131,000 正会員               @ 7,000× 83人＝  581,000

賛助会員（個人） @ 3,000×300人＝  900,000
賛助会員（法人） @10,000× 56人＝  560,000

諸収入 755 764 △ 9 預金利子等
〔収入合計〕 3,235,000 3,356,000 △ 121,000

項　　目 予算額
①

決算額
②

比較増減
②−① 摘　　　要

繰越金 1,183,236 1,183,236 0
会　費 2,172,000 1,951,000 △ 221,000 正会員            　@ 7,000× 83人＝  581,000

賛助会員（個人）@ 3,000×270人＝ 810,000
賛助会員（法人） @10,000× 56人＝  560,000

諸収入 764 9 △ 755 預金利子
〔収入合計〕 3,356,000 3,134,245 △ 221,755

項　　目 本年度予算額
①

前年度予算額
②

比較増減
①−② 摘　　　要

１ 本部費 1,028,000 1,142,000 △ 114,000 会費−（事業費 + 管理費）

２ 事業費 363,000 320,000 43,000 　

講演会・交流会費 139,000 120,000 19,000 講師謝礼及び案内印刷、郵送料等

支部だより費 224,000 200,000 24,000 支部だより発行（２回） 印刷、送料

３ 管理費 650,000 710,000 △ 60,000 　

事務費 180,000 180,000 0 常務理事報酬

会議費 10,000 10,000 0 会議室借上料ほか

総会費 40,000 20,000 20,000 総会案内・資料印刷等

通信運搬費 100,000 150,000 △ 50,000 理事会案内・会報・会誌等送料等

印刷費 140,000 150,000 △ 10,000 案内葉書、封筒印刷等

諸手数料 70,000 70,000 0 郵便振替手数料（会費振込分）等

消耗什器備品費 40,000 50,000 △ 10,000 各種消耗品代等

交通費 20,000 30,000 △ 10,000 各支部等交流旅費等

諸雑費 50,000 50,000 0 商工会議所会費、ラジオＣＭ放送代等

４ 予備費 400,000 400,000 0

５ 次期繰越金 794,000 784,000 10,000

〔支出合計〕 3,235,000 3,356,000 △ 121,000

項　　目 予算額
①

決算額
②

比較増減
②−① 摘　　　要

１ 本部費 1,142,000 1,204,101 62,101 会費−（事業費 + 管理費）

２ 事業費 320,000 257,907 △ 62,093 　

講演会・交流会費 120,000 63,892 △ 56,108 案内状送料、講師謝礼、会場使用料等

支部だより費 200,000 194,015 △ 5,985 支部だより印刷代、送料

３ 管理費 710,000 478,992 △ 231,008 　

事務費 180,000 180,000 0 常務理事報酬

会議費 10,000 0 △ 10,000 　

総会費 20,000 13,608 △ 6,392 支部総会案内はがき印刷代、郵送料

通信運搬費 150,000 92,096 △ 57,904 会員名簿・本部総会案内・会誌等送料等

印刷費 150,000 99,911 △ 50,089 封筒印刷代等

諸手数料 70,000 44,504 △ 25,496 郵便振替手数料（会費振込分）等

消耗什器備品費 50,000 7,473 △ 42,527 プリンタラベル代

交通費 30,000 0 △ 30,000 　

諸雑費 50,000 41,400 △ 8,600 商工会議所会費、ラジオＣＭ放送代等

４ 予備費 400,000 0 △ 400,000 　

５ 次期繰越金 784,000 1,193,245 409,245 次年度繰越金
〔支出合計〕 3,356,000 3,134,245 △ 221,755

〔収入の部〕

〔収入の部〕

〔支出の部〕

〔支出の部〕

自　平成31年４月１日
至　令和２年３月31日

自　平成30年４月１日
至　平成31年３月31日

平成30年度　決　算

令和元年度　予　算
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さ
ら
に
、
液
晶
テ
レ
ビ
の
技
術
を
活
か
し

た
『
産
業
用
液
晶
モ
ニ
タ
ー
』
の
開
発
製
造

や
、山
形
大
学
と
産
学
連
携
で
開
発
し
た『
常

温
食
品
乾
燥
機
』・
各
種
電
源
ユ
ニ
ッ
ト
の

開
発
製
造
・
画
像
処
理
技
術
を
活
用
し
た
画

像
検
査
装
置
、
シ
ス
テ
ム
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
製
作
・
国
際
標
準
規
格
『
Ｉ
Ｓ
Ｏ
』
の
審

査
受
託
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

創
業
以
来
、
今
年
７
月
で
46
期
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様
を
第
一
に

考
え
、
社
員
の
幸
福
と
健
康
の
た
め
に
活
気

あ
ふ
れ
る
会
社
づ
く
り
を
し
て
、
地
元
の
皆

編
集
後
記

米
沢
有
為
会
を
支
援
し
ま
す

★
本
会
第
３
代
会
長
を
務
め
た
平
田
東
助
（
１

８
４
８
～
１
９
２
５
年
）
の
巨
大
な
座
像
が
Ｊ

Ａ
全
中
か
ら
米
沢
市
に
寄
贈
さ
れ
、
８
月
31
日

（
土
）
米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で

移
設
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
米
沢
市
や
Ｊ

Ａ
，
平
田
家
の
人
々
な
ど
約
１
２
０
名
が
銅
像

の
「
里
帰
り
」
を
祝
い
ま
し
た
。

★
会
長
時
代
、
寄
宿
舎
興
譲
館
の
開
館
、
奨
学

貸
与
金
の
開
始
、
本
会
の
社
団
法
人
化
な
ど
の

大
事
業
を
実
現
し
、
本
会
の
基
礎
を
築
い
た
偉

人
に
今
後
と
も
折
に
触
れ
て
敬
意
を
表
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
）

　

ハ
イ
メ
カ
株
式
会
社
は
、
１
９
７
２
年
の

創
立
以
来
、
異
種
金
属
溶
接
を
コ
ア
技
術
と

し
て
電
子
部
品
製
造
設
備
と
各
分
野
の
Ｆ
Ａ

設
備
の
開
発
に
取
り
組
み
、 

現
在
コ
ン
デ
ン

　

日
頃
よ
り
、
米
沢
有
為
会
の
皆
様
方
に
は

ご
厚
情
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
社
は
昭
和
49
年
に
米
沢
市
窪
田
町
で
創

業
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
シ
ャ
ー
プ
株
式
会

社
の
東
北
地
区
で
の
生
産
拠
点
と
し
て
家
庭

用
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、
最
近
は
ア
ク
オ
ス
の

量
産
工
場
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
競
争
が
激

化
し
、
家
庭
用
電
化
製
品
の
国
内
生
産
は
コ

ス
ト
面
で
厳
し
く
な
り
、
近
年
は
産
業
用
機

器
の
製
造
に
傾
注
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
タ
カ
ハ
タ
電
子
グ
ル
ー
プ
６
社

（
高
畠
電
子
㈱
・
高
陽
電
子
㈱
・
㈱
テ
ィ
ー

ワ
イ
テ
ク
ノ
・
テ
ッ
ク
共
同
組
合
・
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
㈱
）
と
、
全
国
６

拠
点
（
米
沢
・
仙
台
・
東
京
・
名
古
屋
・
大

阪
・
福
岡
）
で
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
技
術
や

人
財
を
活
か
し
た
モ
ノ
づ
く
り
と
販
売
を
中

心
に
事
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
物
流
の
省
人
化

に
役
立
つ
『
デ
ジ
タ
ル
ピ
ッ
キ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
』
は
、
大
手
製
パ
ン
会
社
・
自
動
車
製
造

会
社
・
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
各
種
製
造
業
な
ど
、
幅
広
い
分
野

で
商
品
仕
分
け
や
部
品
の
キ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な

ど
に
全
国
で
導
入
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

最
近
は
業
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
無
線
通
信
方

式
の
表
示
シ
ス
テ
ム
が
、
他
社
に
な
い
独
自

の
シ
ス
テ
ム
で
ご
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
技
術
の
活

用
な
ど
、
最
新
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使

し
た
商
品
を
山
形
か
ら
発
信
し
ま
す
。

株
式
会
社
タ
カ
ハ
タ
電
子

　
代
表
取
締
役
社
長
　

渡わ
た
な

　
部べ

　
　
　
隆

た
か
し

サ
分
野
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

デ
バ
イ
ス
分
野
、
半
導

体
分
野
を
始
め
、
顧
客

仕
様
に
合
わ
せ
た
様
々

な
装
置
を
提
供
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
特

に
コ
ン
デ
ン
サ
の
中
で

も
高
性
能
と
さ
れ
る
タ

ン
タ
ル
コ
ン
デ
ン
サ
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ノ
ー
ト

様
に
愛
さ
れ
、
親
し

ま
れ
、
社
会
に
貢
献

で
き
る
企
業
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す

が
、
米
沢
の
発
展
の

為
、
今
後
益
々
米
沢

有
為
会
が
活
躍
し
貢

献
さ
れ
る
こ
と
を
ご

祈
念
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
電
源
部
分
に
主
に
使
用
さ
れ
て

お
り
、
世
界
の
月
産
10
億
個
中
約
70
％
が
当

社
装
置
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
の
装

置
は
注
文
住
宅
と
同
じ
よ
う
に
全
て
が
受
注

生
産
で
あ
り
、
受
注
の
度
に
設
計
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
事
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
創
業

以
来
47
年
間
の
装
置
開
発
で
蓄
積
し
た
多
く

の
要
素
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
全
く
新
し
い

装
置
で
も
受
注
後
約
６
カ
月
で
納
品
で
き
る

こ
と
が
私
た
ち
の
強
み
で
す
。

　

さ
て
、
私
は
昭
和
55
年
に
米
沢
工
業
高
校

を
卒
業
し
、
夜
学
の
山
形
大
学
工
業
短
期
大

学
部
機
械
科
に
入
学
す
る
と
共
に
、
学
費
を

稼
ぐ
た
め
現
在
の
勤
務
先
ハ
イ
メ
カ
㈱
の
前

身
で
あ
る
㈱
ハ
イ
メ
カ
工
機
に
入
社
し
ま
し

た
。
当
時
、
ハ
イ
メ
カ
工
機
は
社
員
数
30
名

弱
と
小
さ
な
町
工
場
で
し
た
が
、
そ
の
頃
か

ら
下
請
け
で
は
な
く
、
大
手
企
業
と
直
接
取

引
に
よ
り
産
業
用
装
置
を
開
発
設
計
製
造
し

納
品
し
て
い
ま
し
た
。
山
大
卒
業
後
、
日
立

米
沢
電
子
（
現
ル
ネ
サ
ス
北
日
本
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
米
沢
工
場
）
へ
新
卒
採
用
と
な
り
入

社
し
た
も
の
の
、
装
置
設
計
の
仕
事
を
ど
う

し
て
も
や
り
た
く
て
、
ハ
イ
メ
カ
か
ら
の
誘

い
も
あ
り
２
年
で
退
社
し
、
元
の
ハ
イ
メ
カ

に
戻
り
ま
し
た
。
ハ
イ
メ
カ
へ
戻
っ
て
以
降

は
装
置
設
計
の
実
務
を
14
年
間
行
っ
た
後
、

装
置
開
発
部
門
の
管
理
職
を
経
て
社
長
就
任

ま
で
、
入
社
以
来
約
30
年
間
一
貫
し
て
装
置

開
発
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

30
年
間
技
術
者
と
し
て｢

も
の
づ
く
り｣

の

仕
事
に
携
わ
っ
て
き
て
実
感
し
て
い
る
事

は
、
創
る
人
の
“
心
”
が
“
形
”
に
な
っ
て

現
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
世
界
は

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
情
報
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
を
爆
発
的
に
加
速

し
、
日
々
増
え
続
け
る
膨
大
な
情
報
へ
の
ア

ク
セ
ス
も
容
易
に
し
ま
し
た
。今
も
世
界
は
、

あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
り
、
そ

の
情
報
を
Ａ
Ｉ
が
処
理
す
る
社
会
へ
向
か
っ

て
変
化
し
続
け
て
お
り
、
様
々
な
仕
事
が
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
わ
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、“
心
”
を
持
っ
た
人
間
で

な
く
て
は
出
来
な

い
仕
事
は
残
っ
て

い
く
こ
と
は
確
か

で
あ
り
、
育
英
事

業
を
主
た
る
目
的

と
さ
れ
る
米
沢
有

為
会
様
の
活
動
に

期
待
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
微
力

な
が
ら
支
援
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

ハ
イ
メ
カ
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長

横よ
こ

　
山や

ま

　
千ち

　
広ひ

ろ
｢

も
の
づ
く
り｣

は

　〝
心
〟
が
〝
形
〟
に
現
れ
る


